




































In this study, I focus on the processing method of 
linseed oil, which has excellent drying properties. 
Consideration is given to the method of adding the 
litharge to linseed oil and heating it. The oil produced by 
this processing method is generally called ‘black oil’. 
In previous studies, a lot of research has been done on 
processing raw linseed oil into black oil, but there are 
very few cases of processing polymerized linseed oil into 
black oil. Therefore, by processing both raw linseed oil 
and polymerized linseed oil into black oil, paint was 
made with old lead white and a comparative verification 
of how the paint properties and film formation change 
was carried out. 
The comparative viewpoints consisted of six points: ① 
drying properties, ② glossiness, ③ viscosity, ④  the 
brush's ease of movement and stickiness, ⑤ effect on 
the color of the paint, and ⑥ plasticity. I attempted to 
quantify those things to which measuring equipment 
could be applied. 
The results of these experiments show the different 
effect on paint properties and film formation in the case 
of processing black oil from raw linseed oil and 
polymerized linseed oil, and demonstrate an example of 
the superiority of black oil made with stand oil. 
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は ‘ブラックオイル’と述べている注 1 ため、以下、「ブ
ラックオイル」と表記する。 































































図 1 ブラックオイル製作に使用するオイル 

















































1、一酸化鉛 9g とオイル 291g をビーカーの中で混合
する 
2、ビーカーをマントルヒーターに設置し、設定温度
（180℃）に達してから、そのまま 180℃を維持して  











































・電子天秤 (島津製作所 EB-330H) 




































サンシックンド(加熱) BO 64h 
スタンド 29h 







燥時間は、335 時間から 16 時間へと短縮し、最も顕著で
あった。 
リンシード                 35min 
サンシックンド（未加熱）   25min 
サンシックンド（加熱）     20min 
スタンド                   35min 
図 4 鉛白の顔料とオイルをロールミルにかけている様子
図 6 塗布試料の乾燥評価 
図 5 使用したアプリケーター 
表 1 各試料（鉛白）の乾燥時間 



























使用して膜厚 50μm で試料 8 種を塗布し、恒温恒湿室で
温度 25℃、湿度 55％で乾燥させる。次に、塗布試料の表
面の 2 点を測定し、その平均値をその値とした。測定角





JIS K 5600-4-7 では、60 度は全ての塗膜に適用できる
と定めているが、高光沢の場合は 20 度、低光沢の場合は
85 度がより適しているとしている。60 度で測定した数値
が約 70 以上のものを高光沢とし、約 10 以下のものを低
光沢としており、20 度及び 85 度は、塗膜間の差異を明
確にすることを意図している。 
リンシードは低光沢であるが、リンシード BO は中光













  光沢度 
20 度 60 度 85 度 
リンシード 1.2  2.8  56.6  
リンシード BO 1.6  14.2  80.0  
サンシックンド 
(未加熱) 
35.8  73.7  91.4  
サンシックンド 
(未加熱)BO 
56.7  83.2  96.5  
サンシックンド 
(加熱) 
36.2  71.7  89.2  
サンシックンド 
(加熱) BO 
54.1  79.8  93.1  
スタンド 15.2  69.0  93.2  







度 25℃、湿度 55％）にて行なった。 
測定手順は、まず取り外し可能な金属板の中央にある






その測定値を逆数で換算し、1000 を掛けたものが P 値に
なる。P 値が高いほど硬い絵具、低いほど軟らかい絵具
を表しており、P 値を粘度の指標として設定した。 
図 7 反射角度 60°での光沢度の比較（ブラックオイルに
加工したものは斜線表記） 
表 2 各試料（鉛白）の光沢度 
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  粘度（P 値）
リンシード 24.05  
リンシード BO 25.30  
サンシックンド(未加熱) 25.60  
サンシックンド(未加熱)BO 30.25  
サンシックンド(加熱) 27.30  
サンシックンド(加熱) BO 33.00  
スタンド 26.75  


































図 8 粘度（絵具の硬さ）の比較 
（ブラックオイルに加工したものは斜線表記） 
図 10  絵具が糸を引いた様子（スタンド BO） 
図 9 筆の動かしやすさを順番に並べたもの 
右の（  ）の数値は測定した粘度である 
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図 16 絵具の盛り上げ（点打ち） 































になるように 3 回塗布した（図 16）。 
 
 





図 14  図 12 のアクセリー拡大部分図（グレーズ後）
図 13  図 12 のアクセリー拡大部分図（点打ち後）
図 12  ≪人魚の声≫筆者制作 
2018 年 油彩・テンペラ、石膏地・麻・パネル 273×273cm




























ンド BO と鉛白の顔料を練り合わせたものを使用した。 













図 18  ≪匂いの痕跡≫筆者制作 
2018 年 油彩・テンペラ、石膏地・麻・パネル 318×410cm
図 19  図 18 の拡大部分図（鉛白の盛り上げはスタ
ンド BO 使用） 
図 17 形状の 3分類 
表 4  絵具の形状を図 17の分類に当てはめたもの 
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かにするために、3 種類の角度配置、すなわち 3 つの異
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図 1、図 2 筆者作成 
図 3、図 4、図 5 筆者撮影 
図 6、図 7、図 8、図 9 筆者作成 
図 10 筆者撮影 
図 11 筆者作成 
図 12－図 16 筆者撮影 
図 17 筆者作成 
図 18、19 筆者撮影 
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